
　　鳥取市男女共同参画センター

　「輝
き

なんせ鳥取」が10周年を迎えました

—
—

「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
の
愛
称
は
す
ぐ
に
浮
か

ん
だ
も
の
で
す
か
？

　

は
い
。
鳥
取
市
広
域
女
性
交
流
室

連
絡
会
の
発
足
（
平
成
９
年
）
以
来
、

活
動
の
拠
点
づ
く
り
は
夢
で
し
た
の

で
、
そ
の
思
い
入
れ
は
深
く
、
愛
称

は
す
ぐ
に
浮
か
び
ま
し
た
。

—
—

さ
ま
ざ
ま
な
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関

わ
る
中
で
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

仲
間
や
行
政
と
の
協
働
事
業
で
目
標
を

持
っ
て
行
動
す
る
中
で
、
連
帯
感
・
達
成

感
が
体
験
で
き
た
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
、「
鳥
取
市
女
性
一
日
議
会
」
で
実
行

委
員
長
、「
女
と
男
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
は
初
回
か
ら
参
加
し
実
行
委
員
長

を
４
回
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
岩
国
市

男
女
共
同
参
画
団
体
と
の
姉
妹
都
市
交

流
」
や
「
男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会
議

in
と
っ
と
り
」
の
開
催
に
関
わ
っ
た
こ
と

な
ど
で
す
。

—
—

こ
れ
か
ら
の
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
に
期
待
す

る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

　

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
輝
け
る
自
己

実
現
の
場
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ま
に
親
し
ま

れ
、
利
用
さ
れ
、
ま

た
、
団
体
活
動
の
拠

点
と
し
て
一
層
の
充

実
・
発
展
す
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　「輝
き

なんせ鳥取」は、平成 14年に開設されて今年
で 10周年。センターに関わってきたお二人に、この
10年を振り返り、今後のセンターに期待することを
伺いました。

特  集

問い合わせ先 男女共同参画課（福祉文化会館内）
 0857-20-3166　　　  　　　  

輝なんせ鳥取の名付け親・鳥取市男女共同参画審議会委員

西
に し お

尾 珠
た ま み

美 さん

—
—

ま
ち
づ
く
り
と
男
女
共
同
参
画
の
関
連
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、「
ま
ち
に

あ
る
課
題
を
実
際
に
解
決
し
て
、
よ

い
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

こ
の
視
点
に
立
て
ば
、「
男
女
共
同
参

画
」
と
い
う
仕
組
づ
く
り
は
、
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
上
で
不
可

欠
な
重
要
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

—
—

地
域
住
民
と
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
は
、
ど
の

よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
の
が
よ
い
で
す
か
？

　

地
域
住
民
と
身
近
な
距
離
で
か
か
わ
り

の
深
い
地
区
公
民
館
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
な
ど
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
、
課

題
の
共
有
化
を
図
り
つ
つ
多
様
性
と
協
調

を
基
本
と
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

—
—

今
後
の
男
女
共
同
参
画
施
策
や
「
輝
な
ん
せ

鳥
取
」
に
期
待
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た

負
の
風
土
を
、
今
日
的
な
社
会
経
済
情
勢

を
織
り
込
み
な
が
ら
、
粘
り
強
く
一
歩
一

歩
着
実
に
改
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
協
働
に

よ
る
全
市
的
な
規
模

で
の
活
動
展
開
の
推

進
役
と
し
て
、
市
民

の
大
き
な
期
待
に
応

え
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

鳥取市男女共同参画審議会会長・鳥取市自治連合会副会長

大
お お く ぼ

久保 良
よ し た か

隆 さん

自分らしく輝ける自己実現の場に

全市的な規模での活動推進役にきなんせ〜!! 愛称決定受賞式

男女共同参画都市宣言

※「きなんせ」とは、鳥取地方の方言で「きてください」と
　いう意味です。誰でも気軽に集い、学び、女性も男性も共
　に自分らしくいきいきと輝ける社会「男女共同参画社会」
　の実現を願って名付けられました。
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10 月 6 日〜 12 日は、「鳥取市男女共同参画週間」です

啓
発
講
座

　
「
い
き
い
き
女
性

塾
」、「
わ
く
わ
く
男

性
塾
」、「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
女
性
、
男
性

の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
た
も
の
や
両
方

を
対
象
と
し
た
も
の
な
ど
、
年
間
通
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

考
え
る
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
も
予
定

し
て
い
ま
す
。※
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

女ひ
と

と
男ひ

と

と
の　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
に
よ
り
企
画
運
営
さ
れ
る
本

市
の
男
女
共
同
参
画
普
及
啓
発
の
た
め
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
詳
細
は
上
記

女
性
な
ん
で
も
相
談

　

女
性
を
対
象
と
し
た「
法
律
相
談
」（
弁

護
士
）、「
一
般
相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
日
時
は
、
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
よ
る　
　
　

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
支
援

　

地
域
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
団
体
を
、
地
区
公
民
館
と

連
携
し
な
が
ら
支
援
す
る
た
め
の
モ
デ
ル

事
業
で
す
。

男
女
共
同
参
画
登
録
団
体　
　

　
　
　
　
　
　

へ
の
活
動
支
援

　

セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
団
体
に
対

し
て
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
」の
利
用（
パ

ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
印
刷
機
が
自
由
に

使
え
、
専
用
ロ
ッ
カ
ー
も
あ
り
ま
す
。）

▼
登
録
団
体
の
行
う
事
業
に
対
す
る
補
助

▼
登
録
団
体
で
組

織
さ
れ
た
「
連
絡

会
」
へ
の
活
動
支

援（
研
修
会
の
開

催
、
全
国
大
会
へ

の
参
加
補
助
な

ど
）

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、図
書
の
貸
し
出
し（
蔵

書
数
：
６
５
０
冊
）や
、
子
供
用
便
座
の

設
置
、
啓
発
講
座
で
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
広
く

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「輝なんせ鳥取」では、「第２次鳥取市男女共同参画
かがやきプラン」（計画期間：平成23年度～ 27年度）
に基づき、さまざまな事業を行っています。

　とっとりの文字と特産品
の梨をデザインし、色合い
で男女を表現。男性と女性
が力を合わせ計画を達成す
る姿をイメージしています。

岩国市との交流会

「輝
き なんせ鳥取」に

きなんせ〜!!

節目となる年を迎えて

実行委員長　小
こ だ に

谷 邦
く に こ

子さん

　20回という節目のフェスタをみ
なさまと迎えることができ嬉しく
思います。
　私たちは男女共同参画社会を実
現するため、行政との協働による
フェスタを通して啓発、推進して
まいりました。
　誰もが幸せに生活できる社会を
創るため、一人ひとりに責任と意
識改革が求められています。
　今回も、スタッフ一同総力を挙
げて取り組んでいます。多くの人
の参加をお待ちしております。

第
20
回
女ひ

と

と
男ひ

と

と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

平
成
４
年
に
女
性
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
第
１
回
女
性

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
記
念
す
べ
き
20

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
9
月
30
日
（
日
）
10:

30
〜
15:

10

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

　
　
　

入
口
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・
展
示
室

と　

き
10:

30
〜
12:

40

内　

容
展
示
、
即
売
、
喫
茶
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
行
政
相
談

　
　
　

小
ホ
ー
ル
（
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
）

と　

き
12:

50
〜
15:

10
（
開
場
12:

20
）

内　

容
▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

▽
大
会
宣
言

▽
男
女
共
同
参
画
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

▽
寸
劇
（
出
演
：
実
行
委
員
）

▽
講
演

　

講
師　

佐さ

さ

き
々
木 

常つ
ね
お夫 

さ
ん

（
㈱
東
レ
経
営
研
究
所
特
別
顧
問
）

　

演
題　

私
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

　
　
　
　

〜
仕
事
も
家
庭
も
〜

定　

員
５
０
０
人
（
先
着
順
）

問
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
福
祉
文
化
会
館
内
）

 

０
８
５
７-

24-

２
７
０
４ 

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
４ 

 danjyo@
city.tottori.lg.jp

佐
々
木 

常
夫 
さ
ん

わくわく男性塾
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